
SCSK＜9719＞、ソフト開発のMinoriソリューションズをTOBで子会
社化

SCSKは30日、ソフト開発やシステム運用管理を主力とするMinoriソリューションズ（東証1部）に対
してTOB（株式公開買い付け）を行うと発表した。現在10.45％の持ち株比率を100％に引き上げ、完
全子会社化を目指す。SCSKはMinoriへの出資を機に同社と10年来のパートナー関係にある。子会社化
による一体的な運営を実現し、次世代のIT利用環境とされるDX（デジタルトランスフォーメーション
）分野での事業基盤を拡充する。

SCSKは住商情報システムとCSKの上場情報処理会社2社が合併して2011年に発足した。一方、Minori
は1980年に日本システムクリエートとして設立され、2004年に現社名に変更。新興市場を経て2015
年に東証1部に上場した。今年3月下旬、Minoriから関係強化に向けた協議の打診があったという。

買付価格は1株あたり2700円で、TOB公表前日の終値2100円に28.57％のプレミアムを加えた。買付
期間は10月31日～12月12日。買付代金は最大208億1473万円。買付予定数の下限は所有割合で56.21
％。決済開始日は12月19日。買付代理人は大和証券。


